
 

 

 

 

 

 

 

今以上の社中へ！２０２１年のスタート！ 

―続・凡事徹底― 

 丑年の新年、自宅で過ごす時間が長くなった正月３が日は、

「食べてすぐ寝ると、牛になる。」という親から伝えられた行儀

作法を戒めに過ごすことになりました。みなさんは、良いスター

トをきれたでしょうか。 

さて、８日（金）から始まった３学期、始業式では各学年代表

の生徒が新学期の抱負を発表してくれました。その中で１年生

代表の本山翔くんが「２年生になる準備の学期です。３学期は、

当たり前のことを当たり前にできるように、みんなで心を１つ

にして頑張りたいです。」と力強く話してくました。この事を達

成するためには、それぞれが当たり前だと思える項目をいくつ

持てるかが重要です。「当たり前だと思える項目、当たり前にで

きる項目を、１か月に１個増やすこと」。今年度の残り３カ月を

過ごす中で、１か月に１個、当たり前にできる項目を増やしてい

けば、１人で３個になります。クラス全体で考えると、約３５人

いるので・・・、約１０５個にも増えることになります。これが、

クラスの力となるのです。小さなこと、面倒くさいことこそ、大

事にすべきで、それをコツコツ続けた場合と、素通りした場合とでは、最初は目に見える違いはないかもしれ

ませんが、時間が経てば、必ず大きな差となって表れます。小さなことをコツコツと積み重ねた人と、そうで

ない人では１年後にはとてつもなく大きな差がついています。新年に誓った目標を胸に、粘り強く、悔いるこ

となく、ゆっくりと力強く、一歩一歩前進していきましょう。夢を追い、挑み続ける全ての生徒に、教職員、保

護者、地域の方たちでエールを送り続けましょう。みなさん、今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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スマートフォンや携帯ゲーム機などで、インターネットにつないで遊ぶ「オンラインゲーム」をめぐって、

保護者の知らないうちに子どもが課金して、高額請求を受けるトラブルが全国で増えています。新型コロナウ

イルスの影響で子どもが自宅で過ごす時間が増えている中、さらなる増加が懸念されているところです。 

「クレジットカードの支払いで、銀行口座から三カ月で三百万円が引き落とされていた」  

本校ではありませんが、実際に起こった事例です。『明細にはスマホのアプリストアやゲーム会社の名前がず

らり。利用した覚えはないという。調べると、息子（１６）が母のカード情報を自分のスマホに勝手に登録し、

有料のオンラインゲームで遊んでいた。カード情報を盗み見たとみられ、決済時の年齢確認でも成人と偽って

いた。』という内容です。また、最近のスマホやゲーム機などの端末には、一度登録したカード情報などの決済

情報を保存する機能があります。保護者がそれを理解せず、子どものスマホなどに決済情報を残したまま、遊

ばせてしまう事例も起こっています。本校でも決して他人ごとではありません。 このような高額請求を防止す

るためには、端末の機能を理解し、どんな情報が登録されているのか管理を欠かさないようにすることや、各

家庭で子どもがゲームをする場所や時間など、利用の約束ごとを決めておくことをお勧めします。そして、子

どもが利用するスマホの機能に保護者が制限を設ける「ペアレンタルコントロール」を設定し、無断で決済で

きないようにするのも効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言が再発令されました。感染予防対策を徹底しましょう！ 

生徒会新旧役員交代 ～先輩の思いをつないでいく～ 

【下校時刻について】 

・３学期に入り、少しずつ日が長くなってきました。それに合わせて、下校時刻も下記のとおり

に変更していきます。 

【最終下校時刻】 

１月１８日（月）～ １月２９日（金）・・・１７：００ 

２月 １日（月）～ ２月２６日（金）・・・１７：１５ 

３月 １日（月）～ ４月３０日（金）・・・１７：３０ 

～ 令和３年度 新生徒会スタート ～ 

保護者の皆さまへ ～子どものゲーム課金対策を～ 

私たち、新生徒会は「社中学校の伝統を守り続け

ながら、皆さんがより楽しいと思える学校づくり」

をモットーに動き始めました。新しい生活様式を求

められ、昨年は普段どおりの学校生活を送ることが

できませんでした。しかし、私たちは学校をより良

くするチャンスだと思っています。社中学校の「顔」

として担っていけるよう精一杯頑張ります。 

（中央委員：２年 藤本 朋花さん） 


